
県立妻沼高校 ≪活性化・特色化方針（スクール・ポリシー）≫ 

課程 全日制 学科 普通科 
R7.5.1 

生徒数 

(男) 157 

(女) 118 
計 275 

アクセス 定期路線バス（朝日バス）バス停「三ツ橋」より徒歩３分 

＜目指す学校像＞ 

母校を誇れる生徒を育てる学校 

＜教育課程等＞※１ 

・県内唯一の学校設定教科「カルティベートタイム（ＣＴ）」でつまずきの解消＆基礎学力の向上 

  １年生は、毎日１時間目に実施 ２・３年生は週 3 時間実施 

・少人数授業、習熟度別少人数授業で理解度アップ 

  １・２学年で３クラスを４クラス展開、1 年生の数学と英語で習熟度別少人数授業 

・資格取得でステップアップ 

  漢字検定、英語検定、ビジネス文書実務検定、情報処理検定などの推奨 

＜本校が求める生徒＞※２ 

・勉強につまずいてしまったけれど、学び直しをしたいという生徒 

・中学校にはなじめなかったけれど、高校を卒業したいという生徒 

＜学校行事＞ 

・文化祭（轍祭（わだちさい））（10 月） 

  生徒会並びに文化祭実行委員を中心に企画・実施 

・修学旅行（11 月） 

  令和６年度：広島(民泊)・神戸・大阪  令和 7 年度：伊勢・名古屋（ジブリパーク等） 

・パークレース（12 月） 

   熊谷スポーツ文化公園周回コースを利用 

＜部活動＞ 

・部活動 【運動部】陸上競技 卓球 バスケットボール サッカー ソフトテニス 総合運動 

     【文化部】書道 音楽 美術 科学 ボランティア 家庭 商業 総合文化 

・大会成績等 

 卓球部：国体予選・関東大会予選等各種大会に出場 

陸上部：学校総体県大会出場(100M・200M・ﾊﾝﾏｰ投げ・4×100MR・４×400MR）（令和６年度） 

    新人大会県大会(ﾊﾝﾏｰ投げ・４✕100MR・４×400MR）（令和６年度） 

書道部：高円宮杯日本武道館競書大会：日本武道館賞（令和６年度） 

    書き初め中央展特選（令和６年度） 他多数 

＜家庭・地域との連携＞ 

・三者面談（６月）、二者面談（１、２学期当初） 

・文化祭（轍祭）の一般公開（10 月） 

・妻沼町文化祭に生徒作品を出品展示（11 月） 

・交通安全マナーアップキャンペーン（生徒・PTA・警察が連携した交通安全等の呼びかけ 11 月） 

進

路 

R7.3 

卒業生 
四大 ６人 短大 ２人 専門 ２５人 就職 ３６人 

傾向 

・大学希望者は、多くが学校推薦型選抜入試（指定校推薦）で進路決定。 

・就職決定率 100％。 

・就職先は、求人票の詳細を各自が確認し、希望に合致した企業を選択。企業訪問と 

個別の就職指導を経て各社へ出願。地元企業が多い。 

 
【学校教育法施行規則第１０３条の２】高等学校における三つの方針 
 裏面 育成を目指す資質・能力に関する方針（グラデュエーション・ポリシ－） 
 ※１ 教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー） 
 ※２ 入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー） 



  埼玉県立妻沼高等学校  育成方針 ～目指す学校像：母校を誇れる生徒を育てる学校～ 
  

＜校 訓＞ 

２年生 

１年生 

３年生 

 

◇ カルティベートタイム・・・・・「基礎・基本」を身につけ、つまずきを解消する授業（平成２０年度導入：県内初） 

◇ 少人数学級編制・・・・・・・・３クラスを４クラス展開（全学年） 

◇ 習熟度別少人数授業・・・・・・１年生の英語と数学において習熟度別少人数授業 

◇ 資格取得でステップアップ・・・漢字検定、英語検定、ビジネス文書実務検定、情報処理検定等 

◇ スクールバスの運行・・・・・・深谷北・籠原北コース（岡部公民館発）と深谷南・籠原南コース（武川駅発） 

◇ 県教育委員会指定・・・・・・・スクールカウンセラー、就職支援アドバイザー、多文化共生日本語支援員（２名） 配置校 

学 校 行 事 
□体育祭（９月）でクラスの団結 

 力を高めます。 

□盛り上がる文化祭（轍祭）は、

毎年１０月に実施します。        

□２年生が参加する修学旅行を実

施します。 

□パークレースを１１月に実施し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

部 活 動 
□運動部７部、文化部８部の部が 

 元気に活動しています。 

□努力、友情、希望…部活動から

得るものはたくさんあります。 

地域との連携 
 ◇地域の小学校との交流 

 ◇旧妻沼町文化祭等への参加 

 

 教職員 

「チーム妻沼」

で、生徒の成長

を全力でサポー

トします。 

 

 

☆「カルティベートタイム」の更 

 なる充実に努め、生徒一人一人 

 に確かな学力を定着させます。 

☆きめ細やかな進路指導に努め、 

 進路決定率を向上させます。 

☆「チーム妻沼」の一員としての 

 自覚を持たせ、母校を誇れる生 

 徒を育てます。 

本校の 

３年後の

目標 

｢ベートン｣と｢カルティ｣ 

■毎日１限に行われるカルティベー  

 トタイムで、つまずきの解消と基 

 礎学力の向上に取り組みます。 

■卒業後の進路を見据えて、社会人 

 として必要な社会性や勤労観を身 

 につけます。 

■「わかる授業」で、大学進学を希望 

 している生徒若しくは、より深く学 

 ぶ意欲がある生徒の学力を更に伸ば 

 します。 

■生徒会、部活動、文化祭等の学校行 

 事の中心として、団結力・自主性を 

 育成します。 

■希望者全員の内定を目指して、 

 就職支援（教員､ハローワーク 

 等による面接指導等）の充実に 

 努めます。 

■漢字検定、英語検定等の資格取 

 得、補習体制の充実を図り、大 

 学、短大進学希望者の進路実現 

 に努めます。 


